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昭和天皇の戦争認識

「反省」「軍部の専横」

鹿

児
島
市

の
志
學
館
大
学

で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「昭
和
天

皇
と
現
代
日
本
」
が
あ

っ
た
。

初
代
宮
内
庁
長
官
の
田
島
道
治

が
昭
和
天
皇
と
の
詳
細
な
や
り

昭
和
天
皇
拝
謁
記

初
代
宮
内
庁
長
官
を
務
め
た
田
島
道
治
が
昭
和
天
皇
と
の

詳
細
な
や
り
と
り
を
記
す
。
田
島
は
１
９
４
８
年
、
宮
内
庁
の

前
身
で
あ
る
宮
内
府
長
官
に
就
任
、
４９
年
か
ら
５３
年
ま
で
宮

内
庁
長
官
を
務
め
た
。
資
料
は

「拝
謁
記
」
と
題
さ
れ
た
手
帳

や
ノ
ー
ト
計
１８
冊
に
の
ぼ
る
。

腋
物

を
記
し
た

「
昭
和
天
皇

拝
謁
記
」
の
翻
刻
に
携
わ

っ
た

県
内
外

の
有
識
者

７
人
が
登

壇
。
昭
和
天
皇
の
戦
争
論
や
象

徴

天
皇
制

へ
の
考

え
に

つ
い

て
、
拝
謁
記
か
ら
見
え
た
研
究

成
果
を
紹
介
し
た
。

基
調
報
告
し
た
志
學
館
大
学

の
茶
谷
誠

一
教
授

（日
本
近
現

代
史
）
は
、
拝
謁
記
の
中
に
あ

る
天
皇
の
戦
争
に
対
す
る
認
識

に
着
目
。
「
反
省
と
い
う
の
は

私
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
え

ば
あ
る
。
軍
も
政
府
も
国
民
も

す

べ
て
下
剋
上
と
か
、
軍
部
の

専
横
を
見
逃
す
と
か
皆
反
省
す

れ
ば
悪
い
こ
と
が
あ
る
」
と
の

発
言
を
引
用
し
、

「
昭
和
天
皇

の
赤
裸
々
な
心
情
を
記
し
た
貴

重
な
史
料
」
と
述

べ
た
。

日
本
大
学
の
古
川
隆
久
教
授

（日
本
近
現
代
史
）
は
戦
争
に

つ
い
て
は

「天
皇
は
最
終
的
な

決
断
の
責
任
は
負
う
と
は
思

っ

て
い
た
」
と
し
た
上

で
、
「
し

か
し
、
自
分

一
人
で
は
責
任
を

背
負
い
切
れ
な
い
、
国
民
に
も

反
省
を
求
め
よ
う
と
の
考
え
だ

っ
た
」
と
解
説
Ю
「
外
で
は
言

え
な
い
愚
痴
を
田
島
に
は
漏
ら

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

一
方
、
戦
争
に
至

っ
た
社
会

情
勢
の

一
端
と
し
て
、
１
９
１

８
年
に
起
き
た
白
虹
事
件
と
い

う
新
聞
弾
圧
を
紹
介

。
「新
聞

は
弾
圧
を
避
け
、
国
家
を
批
判

的
に
考
え
る
情
報
を
提
供
し
な

く
な

っ
た
」
と
指
摘
。
「
学
校

で
は
天
皇
に
全
て
を
さ
さ
げ
る

よ
う
教
育
さ
れ
た
。
神
格
化
さ

れ
た
天
皇
の
権
力
を
か
さ
に
着

た
人
々
が
や
り
た
い
放
題
で
き

る
状
況
が
で
き
、
声
の
大
き
な

人
の
意
見
に
国
民
は
流
さ
れ
て

し
ま

っ
た
」
と
述
べ
た
。

戦
後
、
象
徴
天
皇
制
に
な

っ

て
も
昭
和
天
皇
は
国
内
の
政
治

状
況
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い

た
と
の
意
見
も
出
た
。

龍
谷
大
学
の
瀬
畑
源
准
教
授

（社
会
学
）
は
、
天
皇
が
朝
鮮

戦
争

（１
９
５
０
１
５３
年
）
の

戦
況

を
気

に
し

て
い
た

こ
と

や
、
日
ソ
中
立
条
約
を
破

っ
た

ソ
連
を
信
用
せ
ず
、
東
西
冷
戦

下
に
再
軍
備
や
憲
法
改
正
が
必

要
だ
と
考
え
た
と
指
摘
。
「
首

相

の
吉

田
茂

に
伝

え
よ
う
と

し
、
政
治
介
入
に
な
る
と
田
島

が
止
め
て
い
る
。
象
徴
で
あ
る

と
は
分
か
り

つ
つ
、
自
分
の
知

見
を
政
治
に
生
か
し
た
い
と
、

も
ど
か
し
さ
を
持

っ
て
い
た
よ

う
だ
」
と
語

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
９
日
に
あ

り
、
約
η
人
が
聴
講
。
こ
の
ほ

か
、
名
古
屋
大
学
准
教
授
の
河

西
秀
哉
氏
、
政
治
経
済
研
究
所

研
究
員
の
冨
永
望
氏
と
舟
橋
正

真
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
吉

見
直
人
氏
が
登
壇
し
た
。

（上
柿
元
大
輔
）

,

「日召禾ロヲに量≧手軍言日1言己」

につい て基調 報告 す

る志學館 大 学 の茶 谷
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